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Moroyose-chiku-kouminkan April 

本年度諸寄地区公民館活動の 

 

平田清己（奥 町）佃利恵子（北 町） 

北山公明（川中町）岡田信子（静岡上） 

坂本寿浩（川中町）松原眞紀江（静岡上） 

山下安子（静岡上）      敬称略 

諸寄地区公民館長  前田重彰 

 

 

本年度も多くの皆さんのご参加をお待ちしております。 

平成３０年度の公民館事業 スタート！ 

指導助言をいただきます。 

＝お世話になりました。＝ 

 

 

     

 

増田達也（静岡下）新委員 

橋本敬一（釜  屋）新委員 

新古幸子（山根町）新委員 

 

 

[運営委員]浦木 博さん 

 

 

 

 

＝お世話になります。＝ 

 

 

     

 

＝お世話になりました。＝ 

 

 

     

 

[運営委員]尾崎為雄さん 

 

 

 

平成 30 年 3月 31日で退任 

長年、諸寄地区公民館の運営委員

として力強く支えて頂いた、浦木さん

と尾崎さんの２名が退任されました。

ありがとうございました。 

 

 

 平成 20年、公民館長に就
任し、あっという間に 10 年
が経過しました。皆さんお一
人お一人に支えられ浅学非
才な者でもどうにか務める
ことができました。そして、
公民館事業の使命の大きさ
を改めて感じています。人

は生きている限り学び続け   
        

 

 

[前 公民館長] 

 新古幸子 

 

 

 

 

[新 公民館長] 

 前田重彰 

 

 

 

 

諸寄地区公民館運営委員体制 
 

 

     

 

たいという欲求があります。仲間をつくり、
皆で楽しく学び続けたいものです。大変お世
話になりました。感謝、感謝の一言です。 

        

 

 

諸寄・奥町・釜屋のみなさんこ
んにちは。区民の皆さんには企業
在職中大変お世話になりありが
とうございました。４月より前館
長、新古幸子さんより引継ぐこと
になりました。公民館活動を通し
て笑顔あふれる仲間づくり、楽し
い講座つくりを目指します。その

世話係りを一生懸命頑張ります。 

 これまで同様、ご指導ご協力いただきますよ
うよろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                    

 

 

 

 

 

 

内容 ： お手軽食材で簡単ごちそう！  

血液サラサラメニュー ： 炊き込みビビンバ・鯖じゃが 

おからナポリタン・簡単サンラータン  

ところ ： 集落センター [集会室] 

 

      

 

と き ： ５月２５日（金）・１３時３０分～１５時３０分  

 

 

ところ  ： 集落センター実習室 

参加費 ： ７００円程度 

講 師  ： 新温泉町栄養士 堀江真奈美さん 

※ 参加希望者は５月９日（水）までに申し込み下さい 

（前田自宅 ８２－０５８４ 携帯 ０８０－４６９２－４４４１） 

 

 

と き ： ５月１７日（木）１0時 00分～１3時 00分 

 

 

[ 前回の教室の様子 ] 

[ 実費 50 円ご協力下さい ]  

と き ： ６月１１日（月）１３時３０分～ 

 

 

ところ  ： 赤崎地区公民館 

参加費 ： １,１００円～１,７００円 （Tシャツ３種あり） 

各自準備：長いゴム手袋・ﾀｵﾙ・ｴﾌﾟﾛﾝ・汚れてもいい服装 

講 師  ： 二階堂寿江さん（赤崎地区公民館長） 

※ 参加希望者は５月１２日（土）までに申し込み下さい。  

 

（前田自宅 ８２－０５８４ 携帯 ０８０－４６９２－４４４１） 

 

                 

 

みなさんのご参加を 

お待ちしています 

指導：岡田信子先生(静岡上)  

 

      

 

ところ  ： 集落センター研修室 

参加費 ： 無料 

講 師  ： 道盛理博先生（本町） 

※ 参加希望者は５月２１日（月）までに申し込み下さい。 

（前田自宅 ８２－０５８４ 携帯 ０８０－４６９２－４４４１） 

 

と き ： ５月２８日（月）19:30分～ 

 

 

[2 月 24 日の体験教室の様子] 

 
オ
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み
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生涯学習講座「町外研修」 を実施しました。 

３月２３日（金）生涯学習講座・町外研修に２１名が参加しました。世界遺産京都二条城を訪ね、

重要文化財「唐門」、国宝「二の丸御殿」を見学。江戸時代につくられた二の丸庭園・明治時代の

本丸庭園・昭和時代の清流園の３つの庭園を散策。天候に恵まれ、ゆったりした時間を過ごすこ

とができました。京友禅工房では、伝統工芸である「摺込友禅」を体験。ハンカチに型紙を選ん

でハケに染料をしみこませ濃淡をつけながら、色の組み合わせを考え染めていきます。絵心が

なくても比較的簡単に染められ、参加者はとても楽しそうでした。世界に一つだけのオリジナ

ル作品が仕上がり、持ち帰ることが出来ました。成果は、今年度の諸寄地区文化祭作品展で発

表します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸寄スケッチ 

8（火）13:30～集会室 

17（木）10:00～実習室 

22（火）13:30～集会室 

25（金）13:30～集会室 

28（月）19:30～研修室 

 

 

 

和紙折り紙教室 

男の料理教室 

カラオケ教室 

うたごえカフェ  

パソコンを楽しむ教室 

 

 

     

   

自主活動の教室 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ   

習字教室         

吟松の会         

雪浜吟詠会       

山吹会           

ｴｺｸﾗﾌﾄ教室       

アロハフラ        

手芸ｻｰｸﾙ       

ﾁﾋﾞｯｺｻｰｸﾙ  

 ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸ 

 

 

ひとつなみ 

 低温傾向で大雪だった１月、２月。本当に寒かったですね。3 月に入ると晴れの日が多く気温も

上昇、一気に春らしくなりましたが、寒の戻りもあり体調の管理は大丈夫でしたか。４月は新入生

や新社会人と新しいスタートの月です。先日、浜坂西小学校の入学式に出席してきました。当日

は素晴らしく清々しい天気で、新 1年生の皆さんを祝うかのような日本晴れ。新入生は名前を呼

ばれると体育館いっぱいに響く元気な返事。立つ時も座る時もキビキビ・ハキハキとして、私も

清々しい気分になりました。4月より公民館活動も３０年度がスタートしました。私も館長 1年生の

スタートです。西小 1年生に負けないぐらいの元気と活力で、”みんなで創る公民館“を一緒に頑

張っていきましょう。ご協力お願いします。 

 

 

 

8:00～グラウンド 

5 以外の（毎週土）15:00～研修室 

10・17・24（木）13:30～研修室 

29 以外の（毎週火）13:30～研修室 

19（土）13:30～集会室 

7（月）13：30～集会室 

10・24（木）13:30～集会室 

17・31（木）13:30～集会室 

28（月）10:00～和室 

23（水）13:30～ｾﾝﾀｰ集合 

 

 

[ 

四
月
十
日
、
浜
坂
西
小
学
校
の
入
学
式 

今
年
の
新
入
生
は
十
四
人
。 

全
校
生
が
六
十
二
人
と
な
り
ま
し
た
。] 

[ 波に打ち上げられたゴミに混じって
生活ゴミの投棄が多くあり、愕然と 

しました。ゴミを拾うことは、ゴミを
捨てない心の醸成です。（川部浜）] 

   

端午の節句 

古代中国では５月は物忌み月で、

厄払いが行われました。「端午」は

５月のはじめの「午」の日。「午」

と「五」の音が同じなので５月５

日が端午の節句となり厄払いを行

う日として定着しました。また、

厄払いには香りの強い「菖蒲」が

用いられたことから同じ音の「尚

武」に繋がり、厄をはらい男の子

の成長を祝う節句になりました。 

「柏餅」「ちまき」は、柏は新しい

芽が出るまで葉を落とさないこと

から、子孫繁栄の意味があり、ち

まきに使った茅（ちがや）の葉は、

繁殖力が強く神霊が 

宿り邪気を払う植物 

とされていました。 


